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平成28年度予算を審議

一般会計　前年度比2.8％増

｢多世代交流施設｣の建築に着手97億3527万7千円を可決

３月定例会

老人福祉センター分館跡地を利活用

自主財源とは？　町税や分担金など自主的に収入
　　　　　　　　できる財源です。
依存財源とは？　町債や国庫支出金のように国や
　　　　　　　　県に依存して調達する財源です。

その他の依存財源(2.6％)
2億5000万円

地方交付税(4.9％)
4億8000万円

県支出金(5.3％)
5億1507万7千円

町債【借金】(5.5％)
5億3960万円

地方消費税交付金(6.5％)
6億3300万円

国庫支出金(9.6％)
9億3859万6千円

その他の自主財源(1.0％)
9764万3千円

使用料及び手数料(0.9％)
8676万9千円

諸収入(1.9％)
1億8131万円

分担金及び負担金(3.3％)
3億1788万4千円

繰入金(5.1％)5億5千円

町税(53.4％)
51億9539万3千円

歳入

   

自

主
財源

　

 源

財
存

依

予備費(0.1％)
800万円

公債費【借金返済】(8.1％)
7億8552万7千円

教育費(13.1％)
12億7909万4千円

消防費(5.3％)
5億1361万5千円

土木費(8.6％)
8億3314万1千円

商工費(1.6％)
1億5707万円

農林水産業費(1.4％)
1億3353万9千円 衛生費(9.7％)

9億4609万3千円

民生費(38.0％)
36億9923万8千円

総務費(12.9％)
12億5824万5千円

議会費(1.2％)
1億2171万5千円

歳出

自主財源65.6％
63億7900万4千円

依存財源34.4％
33億5627万3千円

義務的経費49.7％
48億4016万7千円

投資的経費9.7％
9億4147万円

義務的経費とは？　人件費や扶助費、公債費など
　　　　　　　　　支出が義務づけられており、
　　　　　　　　　任意で削減できない経費です。
投資的経費とは？　その支出の効果が資本形成に
　　　　　　　　　向けられ、施設などがストッ
　　　　　　　　　クとして将来に残るものに支
　　　　　　　　　出される経費です。

主な事業をクローズアップ　　    　こんなことに使われます
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２
８
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台
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台
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６
５
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。
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●●●●　　　　　　●●●●予算総額

水道事業 9億6973万1千円 賛成多数

41億4118万4千円

13億9136万2千円

97億3527万7千円

1億8005万円

1270万3千円

7億8147万3千円

22億9398万7千円

一 般 会 計

会　計　別　　　　           予算額  　 　 審議結果　反対者    

国民健康保険事業

土地取得

介護保険管理                     

コミュニティ・プラント事業

公共下水道事業           

後期高齢者医療保険事業          
　      合　　　　計             185億3603万6千円

特

　別

　会

　計

賛成多数

賛成多数
全員賛成

全員賛成
賛成多数
全員賛成

賛成多数

板 倉

板 倉

板 倉

板 倉

板 倉

一 般 会 計 （ 第 ４ 号 ）

一 般 会 計 （ 第 ５ 号 ）

一 般 会 計 （ 第 ６ 号 ）

　 　 国 民 健 康 保 険 事 業

　 　 土 地 取 得

　 　 介 護 保 険 管 理                      

　 　 公 共 下 水 道 事 業  

1億400万8千円

4億4466万7千円

2億7334万2千円

▲1650万2千円

1億7766万円

▲1021万4千円

▲5770万8千円

97億5178万2千円

101億9644万9千円

104億6979万1千円

42億4651万2千円

3億5771万円

22億416万1千円

11億7579万9千円

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

特
別
会
計

会 　 計 　 別 　           補  正  額 　       補 正 後 の 額 　     審 議 結 果

2 7 年 度 補 正 予 算 案 を 審 議

　施
政
方
針
の
主
な
内
容

第
１
章
「
心
身
と
も
に
健
や
か
に

　
　
　
　支
え
あ
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

○
疾
病
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
町
で
最
も

　多
い
死
因
で
あ
る
「
が
ん
」
の
予
防
を
推
進
す
る

　た
め
、
が
ん
検
診
の
受
診
方
法
を
改
め
ま
す
。

○
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
取
り
壊
し
た
老
人

　福
祉
セ
ン
タ
ー
分
館
の
跡
地
を
含
め
た
利
活
用
に

　お
き
ま
し
て
は
、
温
泉
を
活
用
し
た
新
た
な
施
設

　の
建
設
に
向
け
て
、
実
施
設
計
に
着
手
い
た
し
ま

　す
。

第
２
章
「
次
代
に
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　教
育
と
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

○
学
校
教
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
球
温
暖
化

　の
影
響
で
夏
季
の
気
温
が
上
昇
し
、
熱
中
症
の
危

　険
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
生
活
に
お

　け
る
児
童
生
徒
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
中
学

　校
に
続
き
、
小
学
校
の
空
調
設
備
を
順
じ
整
備
し

　て
参
り
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郷
土

　の
文
化
財
や
芸
能
の
保
護
事
業
に
力
を
入
れ
て
取

　り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

第
３
章
「
豊
か
な
環
境
と
安
全
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
防
災
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
局
地
的
な
集
中
豪

　雨
に
備
え
る
水
害
・
浸
水
対
策
と
し
て
、
本
町
地

　区
に
お
け
る
幹
線
排
水
路
の
浚
渫
と
排
水
ポ
ン
プ

　の
更
新
を
行
い
、
今
乗
田
排
水
路
、
本
町
７
号
排

　水
路
、
前
波
２
号
排
水
路
を
整
備
す
る
な
ど
、
海

　抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
域
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な

　環
境
づ
く
り
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

○
防
犯
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
に
設
置
し
て

　い
る
防
犯
灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
参
り
ま
す
。

第
４
章
「
誰
も
が
元
気
に
楽
し
く

　
　
　
　住
み
つ
づ
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

○
公
共
交
通
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
JR
蟹
江

　駅
に
お
け
る
南
北
自
由
通
路
の
新
設
及
び
橋
上
駅

　舎
化
に
つ
い
て
、
手
続
き
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

○
近
鉄
蟹
江
駅
周
辺
整
備
事
業
へ
の
取
組
と
し
ま
し

　て
、
北
側
に
お
け
る
駅
前
広
場
の
整
備
に
向
け
て

　取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
整
備
に
関
す
る
基
本

　方
針
に
つ
い
て
、
近
畿
日
本
鉄
道
と
基
本
合
意
に

　至
り
ま
し
た
の
で
、
必
要
と
な
る
用
地
や
支
障
物

　件
等
の
調
査
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

第
５
章
「
町
民
・
行
政
の
協
働
と
効
率
的
な

　
　
　
　
　
　行
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

　で
参
り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
か
に
え
応
援
寄
附
金
推
進
事
業
に
つ
き

　ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て

　拡
充
さ
れ
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
す

　る
た
め
、
寄
附
金
に
対
す
る
返
礼
品
と
し
て
、
当

　地
の
特
産
品
等
を
贈
呈
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
導

　入
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

予
算
の
審
議
か
ら

賛
成
・
反
対
討
論

監
査
委
員
に

平

野

正

雄

　
　
　が

再
任

ひ 

ら 

の

　

 

ま 

さ 

お

さ
ん

意

見

書

を

提

出

議
員
の
提
案
に
よ
り
国
へ
提
出
し
た
意
見
書

◆
福
祉
医
療
助
成
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
削
減
措
置
の

　廃
止
を
求
め
る
意
見
書

◆
世
界
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

　ル
発
射
に
強
く
非
難
、
抗
議
し
、
国
際
社
会
が
一
致

　し
て
、
北
朝
鮮
に
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
さ
せ

　る
取
り
組
み
を
よ
り
強
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

議
員
の
提
案
に
よ
り
愛
知
県
へ
提
出
し
た
意
見
書

◆
県
民
の
医
療
を
守
り
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
求

　め
る
意
見
書

※
意
見
書
の
取
り
扱
い

　町
議
会
で
は
、
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も
の
だ
け
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

任
期
満
了
（
28
年
５
月
８

日
）
に
伴
い
、
平
野
正
雄

さ
ん
（
今
西
二
丁
目
）
の

再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　任
期
は
４
年
で
す
。

○
一
般
会
計

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
元
で

格
差
は
拡
大
し
て
お
り
、

住
民
の
現
状
に
対
す
る
配

慮
に
欠
く
予
算
と
判
断
す

る
。

賛
成

　
　（
安
藤
議
員
）

　今
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
反
映
さ
せ
た
必
要
不

可
欠
な
予
算
で
あ
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　国
の
行
政
改
革
に
追
随

し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
削
減
、
徴
税
を
厳
し
く

す
る
ま
さ
に
住
民
い
じ
め

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

賛
成

　
　（
水
野
議
員
）

　特
定
検
診
の
受
診
率
と

収
納
率
の
向
上
を
一
層
進

め
、
住
民
の
健
康
推
進
と

財
政
の
健
全
化
に
努
め
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す

る
。

○
介
護
保
険
管
理

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　一
体
何
の
た
め
の
制
度

な
の
か
理
解
で
き
な
い
社

会
保
障
制
度
の
改
悪
で
あ

る
。

賛
成

　
　（
石
原
議
員
）

　サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
、

介
護
予
防
に
努
め
る
こ
と

で
健
全
な
事
業
運
営
を
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛

成
す
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保

　険
事
業

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　高
齢
者
を
他
の
年
齢
層

か
ら
切
り
離
し
、
高
い
負

担
と
安
上
が
り
の
差
別
医

療
を
押
し
付
け
る
こ
の
制

度
そ
の
も
の
に
反
対
。

賛
成

　
　（
水
野
議
員
）

　疾
病
の
早
期
発
見
早
期

治
療
に
よ
る
医
療
費
上
昇

の
抑
制
や
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

○
水
道
事
業

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　内
部
留
保
を
溜
め
込
む

の
で
は
な
く
、
こ
の
内
部

留
保
を
使
っ
て
水
道
使
用

料
に
還
元
す
べ
き
。

賛
成

　
　（
佐
藤
議
員
）

　よ
り
一
層
の
経
営
基
盤

の
強
化
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る

こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す

る
。

問

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
導
入

は
今
後
の
調
査
の
結
果
に

よ
っ
て
優
先
順
位
を
決
め

て
行
う
の
か
。

次
長
兼
安
心
安
全
課
長

　

　町
内
の
防
犯
灯
の
設
置

場
所
は
、
町
内
会
か
ら
の

要
望
を
受
け
て
設
置
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
順

次
切
り
替
え
て
い
き
、
来

年
２
月
末
完
成
予
定
で
あ

る
。

問

　３
人
乗
り
自
転
車
を

５
台
増
台
す
る
が
、
具
体

的
に
ど
れ
ほ
ど
の
応
募
が

あ
る
の
か
。

子
育
て
推
進
課
長

　例
年
約
30
人
の
応
募

が
あ
り
、
28
年
度
も
す

で
に
30
人
程
度
の
応
募

が
あ
る
。

問

　町
民
の
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
が
非
常
に

強
い
。
多
世
代
交
流
施
設

に
は
健
康
体
操
を
取
り
入

れ
た
入
浴
講
座
や
足
湯
講

座
な
ど
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　

　多
目
的
ホ
ー
ル
も
あ
る

の
で
、
健
康
相
談
も
含
め

て
、
健
康
に
関
す
る
講
座

の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

問

　小
学
校
へ
の
空
調
設

置
工
事
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

次
長
兼
教
育
課
長

　28
年
度
に
は
蟹
江
、

学
戸
、
須
西
小
学
校
の
普

通
教
室
へ
設
置
し
、
29
年

度
に
は
新
蟹
江
、
舟
入
小

学
校
の
普
通
教
室
へ
設
置

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

賛
成

反
対

反
対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対
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●●●●　　　　　　●●●●予算総額

水道事業 9億6973万1千円 賛成多数

41億4118万4千円

13億9136万2千円

97億3527万7千円

1億8005万円

1270万3千円

7億8147万3千円

22億9398万7千円

一 般 会 計

会　計　別　　　　           予算額  　 　 審議結果　反対者    

国民健康保険事業

土地取得

介護保険管理                     

コミュニティ・プラント事業

公共下水道事業           

後期高齢者医療保険事業          
　      合　　　　計             185億3603万6千円

特

　別

　会

　計

賛成多数

賛成多数
全員賛成

全員賛成
賛成多数
全員賛成

賛成多数

板 倉

板 倉

板 倉

板 倉

板 倉

一 般 会 計 （ 第 ４ 号 ）

一 般 会 計 （ 第 ５ 号 ）

一 般 会 計 （ 第 ６ 号 ）

　 　 国 民 健 康 保 険 事 業

　 　 土 地 取 得

　 　 介 護 保 険 管 理                      

　 　 公 共 下 水 道 事 業  

1億400万8千円

4億4466万7千円

2億7334万2千円

▲1650万2千円

1億7766万円

▲1021万4千円

▲5770万8千円

97億5178万2千円

101億9644万9千円

104億6979万1千円

42億4651万2千円

3億5771万円

22億416万1千円

11億7579万9千円

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

特
別
会
計

会 　 計 　 別 　           補  正  額 　       補 正 後 の 額 　     審 議 結 果

2 7 年 度 補 正 予 算 案 を 審 議

　施
政
方
針
の
主
な
内
容

第
１
章
「
心
身
と
も
に
健
や
か
に

　
　
　
　支
え
あ
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

○
疾
病
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
町
で
最
も

　多
い
死
因
で
あ
る
「
が
ん
」
の
予
防
を
推
進
す
る

　た
め
、
が
ん
検
診
の
受
診
方
法
を
改
め
ま
す
。

○
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
取
り
壊
し
た
老
人

　福
祉
セ
ン
タ
ー
分
館
の
跡
地
を
含
め
た
利
活
用
に

　お
き
ま
し
て
は
、
温
泉
を
活
用
し
た
新
た
な
施
設

　の
建
設
に
向
け
て
、
実
施
設
計
に
着
手
い
た
し
ま

　す
。

第
２
章
「
次
代
に
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　教
育
と
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

○
学
校
教
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
球
温
暖
化

　の
影
響
で
夏
季
の
気
温
が
上
昇
し
、
熱
中
症
の
危

　険
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
生
活
に
お

　け
る
児
童
生
徒
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
中
学

　校
に
続
き
、
小
学
校
の
空
調
設
備
を
順
じ
整
備
し

　て
参
り
ま
す
。

○
生
涯
学
習
の
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郷
土

　の
文
化
財
や
芸
能
の
保
護
事
業
に
力
を
入
れ
て
取

　り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

第
３
章
「
豊
か
な
環
境
と
安
全
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

○
防
災
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
局
地
的
な
集
中
豪

　雨
に
備
え
る
水
害
・
浸
水
対
策
と
し
て
、
本
町
地

　区
に
お
け
る
幹
線
排
水
路
の
浚
渫
と
排
水
ポ
ン
プ

　の
更
新
を
行
い
、
今
乗
田
排
水
路
、
本
町
７
号
排

　水
路
、
前
波
２
号
排
水
路
を
整
備
す
る
な
ど
、
海

　抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
域
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な

　環
境
づ
く
り
を
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

○
防
犯
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
に
設
置
し
て

　い
る
防
犯
灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
参
り
ま
す
。

第
４
章
「
誰
も
が
元
気
に
楽
し
く

　
　
　
　住
み
つ
づ
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

○
公
共
交
通
関
連
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
JR
蟹
江

　駅
に
お
け
る
南
北
自
由
通
路
の
新
設
及
び
橋
上
駅

　舎
化
に
つ
い
て
、
手
続
き
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

○
近
鉄
蟹
江
駅
周
辺
整
備
事
業
へ
の
取
組
と
し
ま
し

　て
、
北
側
に
お
け
る
駅
前
広
場
の
整
備
に
向
け
て

　取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
整
備
に
関
す
る
基
本

　方
針
に
つ
い
て
、
近
畿
日
本
鉄
道
と
基
本
合
意
に

　至
り
ま
し
た
の
で
、
必
要
と
な
る
用
地
や
支
障
物

　件
等
の
調
査
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

第
５
章
「
町
民
・
行
政
の
協
働
と
効
率
的
な

　
　
　
　
　
　行
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

　で
参
り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
か
に
え
応
援
寄
附
金
推
進
事
業
に
つ
き

　ま
し
て
は
、
平
成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て

　拡
充
さ
れ
ま
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
す

　る
た
め
、
寄
附
金
に
対
す
る
返
礼
品
と
し
て
、
当

　地
の
特
産
品
等
を
贈
呈
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
導

　入
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

平
成
28
年
度

　施
政
方
針

予
算
の
審
議
か
ら

賛
成
・
反
対
討
論

監
査
委
員
に

平

野

正

雄

　
　
　が

再
任

ひ 
ら 
の

　

 

ま 

さ 

お

さ
ん

意

見

書

を

提

出

議
員
の
提
案
に
よ
り
国
へ
提
出
し
た
意
見
書

◆
福
祉
医
療
助
成
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
削
減
措
置
の

　廃
止
を
求
め
る
意
見
書

◆
世
界
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

　ル
発
射
に
強
く
非
難
、
抗
議
し
、
国
際
社
会
が
一
致

　し
て
、
北
朝
鮮
に
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
を
放
棄
さ
せ

　る
取
り
組
み
を
よ
り
強
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

議
員
の
提
案
に
よ
り
愛
知
県
へ
提
出
し
た
意
見
書

◆
県
民
の
医
療
を
守
り
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
求

　め
る
意
見
書

※
意
見
書
の
取
り
扱
い

　町
議
会
で
は
、
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も
の
だ
け
が

提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

任
期
満
了
（
28
年
５
月
８

日
）
に
伴
い
、
平
野
正
雄

さ
ん
（
今
西
二
丁
目
）
の

再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　任
期
は
４
年
で
す
。

○
一
般
会
計

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
元
で

格
差
は
拡
大
し
て
お
り
、

住
民
の
現
状
に
対
す
る
配

慮
に
欠
く
予
算
と
判
断
す

る
。

賛
成

　
　（
安
藤
議
員
）

　今
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
反
映
さ
せ
た
必
要
不

可
欠
な
予
算
で
あ
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　国
の
行
政
改
革
に
追
随

し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
削
減
、
徴
税
を
厳
し
く

す
る
ま
さ
に
住
民
い
じ
め

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

賛
成

　
　（
水
野
議
員
）

　特
定
検
診
の
受
診
率
と

収
納
率
の
向
上
を
一
層
進

め
、
住
民
の
健
康
推
進
と

財
政
の
健
全
化
に
努
め
る

こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
す

る
。

○
介
護
保
険
管
理

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　一
体
何
の
た
め
の
制
度

な
の
か
理
解
で
き
な
い
社

会
保
障
制
度
の
改
悪
で
あ

る
。

賛
成

　
　（
石
原
議
員
）

　サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
、

介
護
予
防
に
努
め
る
こ
と

で
健
全
な
事
業
運
営
を
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
し
、
賛

成
す
る
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保

　険
事
業

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　高
齢
者
を
他
の
年
齢
層

か
ら
切
り
離
し
、
高
い
負

担
と
安
上
が
り
の
差
別
医

療
を
押
し
付
け
る
こ
の
制

度
そ
の
も
の
に
反
対
。

賛
成

　
　（
水
野
議
員
）

　疾
病
の
早
期
発
見
早
期

治
療
に
よ
る
医
療
費
上
昇

の
抑
制
や
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

○
水
道
事
業

反
対

　
　（
板
倉
議
員
）

　内
部
留
保
を
溜
め
込
む

の
で
は
な
く
、
こ
の
内
部

留
保
を
使
っ
て
水
道
使
用

料
に
還
元
す
べ
き
。

賛
成

　
　（
佐
藤
議
員
）

　よ
り
一
層
の
経
営
基
盤

の
強
化
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る

こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
す

る
。

問

　Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
導
入

は
今
後
の
調
査
の
結
果
に

よ
っ
て
優
先
順
位
を
決
め

て
行
う
の
か
。

次
長
兼
安
心
安
全
課
長

　

　町
内
の
防
犯
灯
の
設
置

場
所
は
、
町
内
会
か
ら
の

要
望
を
受
け
て
設
置
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
順

次
切
り
替
え
て
い
き
、
来

年
２
月
末
完
成
予
定
で
あ

る
。

問

　３
人
乗
り
自
転
車
を

５
台
増
台
す
る
が
、
具
体

的
に
ど
れ
ほ
ど
の
応
募
が

あ
る
の
か
。

子
育
て
推
進
課
長

　例
年
約
30
人
の
応
募

が
あ
り
、
28
年
度
も
す

で
に
30
人
程
度
の
応
募

が
あ
る
。

問

　町
民
の
健
康
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
が
非
常
に

強
い
。
多
世
代
交
流
施
設

に
は
健
康
体
操
を
取
り
入

れ
た
入
浴
講
座
や
足
湯
講

座
な
ど
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　

　多
目
的
ホ
ー
ル
も
あ
る

の
で
、
健
康
相
談
も
含
め

て
、
健
康
に
関
す
る
講
座

の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

問

　小
学
校
へ
の
空
調
設

置
工
事
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

次
長
兼
教
育
課
長

　28
年
度
に
は
蟹
江
、

学
戸
、
須
西
小
学
校
の
普

通
教
室
へ
設
置
し
、
29
年

度
に
は
新
蟹
江
、
舟
入
小

学
校
の
普
通
教
室
へ
設
置

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

賛
成

反
対

反
対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対
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代
表
質
問

代
表
質
問高齢者福祉施策の

充実を図れ

  
 　　　  あんどうよういち

  ●新風代表　安藤洋一

　　　　　　少子高齢化対策を
　　　　　　早急に進めよ

  
 　　　   さとう   　しげる

  ●新政会代表　　佐藤　茂

問

　高
齢
者
福
祉
事
業
は

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
構
築
の
た
め
に
は

地
域
ぐ
る
み
で
「
情
報
の

共
有
・
発
信
」
が
基
本
と

な
る
。
役
場
内
の
連
携
な

ど
行
政
の
意
識
改
革
が
必

要
で
は
な
い
か
。

②
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
住
民
の
方
に

と
っ
て
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
親
し
み
や
す
い
名
称

に
変
え
て
は
ど
う
か
。

③
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
分

館
跡
地
（
旧
老
人
憩
い
の

家
）
に
建
設
予
定
の
新
施

設
は
、
町
民
か
ら
非
常
に

関
心
が
高
い
。
施
設
の
内

容
を
伺
い
た
い
。

横
断
的
な
人
事
で
、

す
ば
や
い
情
報
共
有

に
努
め
て
い
る
。

横
江
町
長

①
数
年
前
か
ら
高
齢
介
護

課
で
は
保
健
師
を
配
置
し

対
応
し
て
い
る
。

　町
民
の
「
生
の
声
」
を

窓
口
で
聞
き
、
関
係
機
関

へ
連
絡
す
る
な
ど
、
す
ば

や
い
情
報
共
有
に
努
め
て

い
る
。

②
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

他
の
自
治
体
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
名
前
を
付
け
て
親

し
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

当
町
も
名
称
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

③
新
施
設
に
は
、
支
援
サ

ー
ビ
ス
や
医
療
相
談
、
生

活
相
談
な
ど
も
で
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
こ
こ
で
養

成
す
る
な
ど
、
支
援
が
で

き
る
よ
う
な
施
設
を
考
え

て
い
る
。

問

　図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に
、
隣
接
公

園
と
の
一
体
的
な
総
合
文

化
エ
リ
ア
と
し
て
開
発
を

図
れ
な
い
か
。

環
境
が
い
い
場
所
な

の
で
前
向
き
に
考
え

た
い
。

横
江
町
長

　図
書
館
周
辺
は
、
非
常

に
環
境
が
良
く
、
町
民
が

親
し
め
る
よ
う
な
広
場
も

目
の
前
に
あ
る
。
せ
っ
か

く
の
場
所
で
あ
る
の
で
、

前
向
き
に
考
え
た
い
。

問

　防
災
事
業
と
し
て
、

「
緊
急
警
報
対
応
の
防
災

ラ
ジ
オ
」
の
普
及
を
促
進

せ
よ
。

最
良
の
方
法
で

力
を
注
ぎ
た
い
。

横
江
町
長

　防
災
ラ
ジ
オ
は
、
補
助

を
出
し
て
普
及
に
努
め
て

い
る
。
自
動
起
動
の
も
の

で
は
な
い
た
め
、
や
は
り

電
波
に
よ
っ
て
自
動
的
に

電
源
が
入
り
、
音
声
が
流

れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

最
良
の
方
法
で
あ
る
の
で
、

力
を
注
ぎ
た
い
。

問

　「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
よ
る
と
、
人
口
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
だ

が
、
当
町
に
で
き
る
施
策

は
何
が
あ
る
か
。

持
続
可
能
な
地
域
を

作
り
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。

横
江
町
長

　

　一
定
の
と
こ
ろ
ま
で
伸

び
た
人
口
を
減
ら
さ
な
い

施
策
に
切
り
替
え
て
い
く

と
い
う
、
重
要
な
課
題
も

あ
る
。

「
来
て
、
見
て
、
そ
し

て
住
み
続
け
て
い
た
だ

け
る
」
よ
う
な
、
持
続

可
能
な
地
域
を
作
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

問

　政
府
は
『
一
億
総
活

躍
社
会
』
の
実
現
の
な
か

で
、
「
少
子
高
齢
化
に
対

し
て
政
府
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
し
て
い
る
。

　婚
姻
数
を
上
げ
れ
ば
将

来
人
口
推
定
率
を
上
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
若
者

の
出
会
い
や
交
流
の
場
を

積
極
的
に
つ
く
り
、
婚
姻

数
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る

施
策
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

若
者
が
交
流
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
考
え

て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

 

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
推
進
会

議
」
の
中
で
、
若
者
が
積

極
的
に
交
流
で
き
る
よ
う

な
場
所
を
考
え
て
い
る
。

問

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

分
館
（
旧
老
人
憩
い
の

家
）
が
老
朽
化
に
よ
り
取

り
壊
さ
れ
、
「
多
世
代
交

流
の
場
」
と
し
て
の
新
し

い
施
設
を
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
一
般
の
方
々
の
意

見
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

い

ろ

ん

な

住

民

の

意
見
を
聞
く
機
会
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

地
域
の
皆
さ
ん
方
の
い
ろ

ん
な
意
見
を
聞
く
機
会
を

こ
れ
か
ら
持
ち
、
新
し
い

施
設
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問

　町
も
空
き
家
が
増
え

て
お
り
、
早
急
に
対
処
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
危
険

な
建
物
も
あ
る
。

　空
き
家
対
策
条
例
を
作

り
、
早
急
に
対
処
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
ず
は
実
態
を
把
握

し
た
い
。

横
江
町
長

　「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
法
的
に
は
強
制

的
に
措
置
で
き
る
場
合
も

あ
る
が
、
そ
れ
を
行
使
す

る
こ
と
な
く
解
決
さ
せ
る

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

　ま
ず
は
、
空
き
家
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問

　他
の
自
治
体
で
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ

り
相
当
な
収
入
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
当
町
で
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

寄

附

金

に

対

す

る

返
礼
品
を
贈
呈
す
る

新

た

な

仕

組

み

を

28
年
７
月
に
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

横
江
町
長

　町
民
が
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
と
し
て
他
の
自
治
体

に
約
７
８
０
万
円
寄
付
し

た
の
に
対
し
、
町
へ
は
約

１
０
０
万
円
の
寄
付
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
現
状
を

踏
ま
え
て
、
当
町
も
積
極

的
に
歳
入
の
確
保
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　「
蟹
江
町
ら
し
い
」
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
つ

く
り
、
よ
り
多
く
の
寄
附

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た

い
。

▲地域包括支援センターが
　設置されている施設

▲「蟹江町らしい」ふるさと納税返礼品がつくられます。
　（上は、愛知県設楽町のチラシ）

カリヨンの郷

セーヌ蟹江
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代
表
質
問

代
表
質
問高齢者福祉施策の

充実を図れ

  
 　　　  あんどうよういち

  ●新風代表　安藤洋一

　　　　　　少子高齢化対策を
　　　　　　早急に進めよ

  
 　　　   さとう   　しげる

  ●新政会代表　　佐藤　茂

問

　高
齢
者
福
祉
事
業
は

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
構
築
の
た
め
に
は

地
域
ぐ
る
み
で
「
情
報
の

共
有
・
発
信
」
が
基
本
と

な
る
。
役
場
内
の
連
携
な

ど
行
政
の
意
識
改
革
が
必

要
で
は
な
い
か
。

②
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
住
民
の
方
に

と
っ
て
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
親
し
み
や
す
い
名
称

に
変
え
て
は
ど
う
か
。

③
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
分

館
跡
地
（
旧
老
人
憩
い
の

家
）
に
建
設
予
定
の
新
施

設
は
、
町
民
か
ら
非
常
に

関
心
が
高
い
。
施
設
の
内

容
を
伺
い
た
い
。

横
断
的
な
人
事
で
、

す
ば
や
い
情
報
共
有

に
努
め
て
い
る
。

横
江
町
長

①
数
年
前
か
ら
高
齢
介
護

課
で
は
保
健
師
を
配
置
し

対
応
し
て
い
る
。

　町
民
の
「
生
の
声
」
を

窓
口
で
聞
き
、
関
係
機
関

へ
連
絡
す
る
な
ど
、
す
ば

や
い
情
報
共
有
に
努
め
て

い
る
。

②
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

他
の
自
治
体
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
名
前
を
付
け
て
親

し
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

当
町
も
名
称
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

③
新
施
設
に
は
、
支
援
サ

ー
ビ
ス
や
医
療
相
談
、
生

活
相
談
な
ど
も
で
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
こ
こ
で
養

成
す
る
な
ど
、
支
援
が
で

き
る
よ
う
な
施
設
を
考
え

て
い
る
。

問

　図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に
、
隣
接
公

園
と
の
一
体
的
な
総
合
文

化
エ
リ
ア
と
し
て
開
発
を

図
れ
な
い
か
。

環
境
が
い
い
場
所
な

の
で
前
向
き
に
考
え

た
い
。

横
江
町
長

　図
書
館
周
辺
は
、
非
常

に
環
境
が
良
く
、
町
民
が

親
し
め
る
よ
う
な
広
場
も

目
の
前
に
あ
る
。
せ
っ
か

く
の
場
所
で
あ
る
の
で
、

前
向
き
に
考
え
た
い
。

問

　防
災
事
業
と
し
て
、

「
緊
急
警
報
対
応
の
防
災

ラ
ジ
オ
」
の
普
及
を
促
進

せ
よ
。

最
良
の
方
法
で

力
を
注
ぎ
た
い
。

横
江
町
長

　防
災
ラ
ジ
オ
は
、
補
助

を
出
し
て
普
及
に
努
め
て

い
る
。
自
動
起
動
の
も
の

で
は
な
い
た
め
、
や
は
り

電
波
に
よ
っ
て
自
動
的
に

電
源
が
入
り
、
音
声
が
流

れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

最
良
の
方
法
で
あ
る
の
で
、

力
を
注
ぎ
た
い
。

問

　「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
よ
る
と
、
人
口
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
だ

が
、
当
町
に
で
き
る
施
策

は
何
が
あ
る
か
。

持
続
可
能
な
地
域
を

作
り
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。

横
江
町
長

　

　一
定
の
と
こ
ろ
ま
で
伸

び
た
人
口
を
減
ら
さ
な
い

施
策
に
切
り
替
え
て
い
く

と
い
う
、
重
要
な
課
題
も

あ
る
。

「
来
て
、
見
て
、
そ
し

て
住
み
続
け
て
い
た
だ

け
る
」
よ
う
な
、
持
続

可
能
な
地
域
を
作
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

問

　政
府
は
『
一
億
総
活

躍
社
会
』
の
実
現
の
な
か

で
、
「
少
子
高
齢
化
に
対

し
て
政
府
を
挙
げ
て
取
り

組
む
」
と
し
て
い
る
。

　婚
姻
数
を
上
げ
れ
ば
将

来
人
口
推
定
率
を
上
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
若
者

の
出
会
い
や
交
流
の
場
を

積
極
的
に
つ
く
り
、
婚
姻

数
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る

施
策
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

若
者
が
交
流
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
考
え

て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

 

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
推
進
会

議
」
の
中
で
、
若
者
が
積

極
的
に
交
流
で
き
る
よ
う

な
場
所
を
考
え
て
い
る
。

問

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

分
館
（
旧
老
人
憩
い
の

家
）
が
老
朽
化
に
よ
り
取

り
壊
さ
れ
、
「
多
世
代
交

流
の
場
」
と
し
て
の
新
し

い
施
設
を
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
一
般
の
方
々
の
意

見
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

い

ろ

ん

な

住

民

の

意
見
を
聞
く
機
会
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

地
域
の
皆
さ
ん
方
の
い
ろ

ん
な
意
見
を
聞
く
機
会
を

こ
れ
か
ら
持
ち
、
新
し
い

施
設
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問

　町
も
空
き
家
が
増
え

て
お
り
、
早
急
に
対
処
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
危
険

な
建
物
も
あ
る
。

　空
き
家
対
策
条
例
を
作

り
、
早
急
に
対
処
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
ず
は
実
態
を
把
握

し
た
い
。

横
江
町
長

　「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
法
的
に
は
強
制

的
に
措
置
で
き
る
場
合
も

あ
る
が
、
そ
れ
を
行
使
す

る
こ
と
な
く
解
決
さ
せ
る

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

　ま
ず
は
、
空
き
家
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
き
た

い
。

問

　他
の
自
治
体
で
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ

り
相
当
な
収
入
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
当
町
で
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

寄

附

金

に

対

す

る

返
礼
品
を
贈
呈
す
る

新

た

な

仕

組

み

を

28
年
７
月
に
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

横
江
町
長

　町
民
が
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
と
し
て
他
の
自
治
体

に
約
７
８
０
万
円
寄
付
し

た
の
に
対
し
、
町
へ
は
約

１
０
０
万
円
の
寄
付
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
現
状
を

踏
ま
え
て
、
当
町
も
積
極

的
に
歳
入
の
確
保
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　「
蟹
江
町
ら
し
い
」
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
つ

く
り
、
よ
り
多
く
の
寄
附

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た

い
。

▲地域包括支援センターが
　設置されている施設

▲「蟹江町らしい」ふるさと納税返礼品がつくられます。
　（上は、愛知県設楽町のチラシ）

カリヨンの郷

セーヌ蟹江



かにえ議会だより●平成28年（2016年）５月１日 かにえ議会だより●平成28年（2016年）５月１日

８９

代
表
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問

代
表
質
問JR蟹江駅の橋上駅舎化事業費をなぜ

正々堂々と３月当初予算に計上しなかったのか

  
 　　　  くろかわかつよし

  ●未来フォーラム代表　黒川勝好

　　　　　　　　希望のもてるまちづくりを
　　　　　　　　前へ進めよ

  
 　　　  まつもと まさみ

  ●公明党　松本正美

問

　町
長
は
、
施
政
方
針

を
、
第
１
章
か
ら
第
５
章

ま
で
30
分
以
上
か
け
て
、

こ
と
細
か
く
１
年
間
の
方

針
を
述
べ
ら
れ
た
。

　そ
の
前
段
で
、
「
３
期

目
の
町
政
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
１
年
」
と
言
わ
れ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
、

何
を
重
点
に
や
っ
て
き
た

の
か
。
残
り
１
年
の
任
期

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

皆

さ

ん

の

協

力

を

得

な

が

ら

１

年

間

し
っ
か
り
と
前
へ
進

め
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　「
蟹
江
町
に
生
ま
れ
住

ん
で
、
そ
し
て
来
て
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
よ
う
な
誰
も
が
そ
の

よ
う
な
享
受
が
い
た
だ
け

る
、
そ
う
い
う
温
か
い
ま

ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
い

て
町
政
を
進
め
て
き
た
。

　町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
税
金
を
有
効
に

使
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の

検
証
は
、
自
分
自
身
適
切

な
時
期
に
や
っ
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。

　た
だ
こ
れ
か
ら
や
っ
て

い
く
大
き
な
も
の
が
目
の

前
に
あ
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
１
年
間
し
っ
か
り

と
前
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　３
月
議
会
は
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当

町
の
１
年
間
の
歳
入
歳
出

を
審
議
す
る
べ
く
、
大
変

重
要
な
予
算
議
会
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
JR
蟹

江
駅
に
お
け
る
自
由
通

路
・
橋
上
駅
舎
化
、
総
工

費
約
30
億
円
も
の
大
き
な

事
業
を
本
予
算
に
計
上
せ

ず
、
６
月
議
会
の
補
正
予

算
で
提
出
す
る
と
い
う
町

側
の
方
針
。

　本
予
算
の
意
義
と
考
え

方
、
補
正
予
算
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
理
解
し
て
い

る
の
か
。

　

周
辺
地
域
の
調
査
・

研

究

を

し

っ

か

り

行
っ
た
上
で
６
月
議

会
へ
上
程
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

横
江
町
長

　新
年
度
予
算
計
上
を
考

え
て
い
た
が
、
昨
年
12
月

と
今
年
１
月
に
議
員
の
皆

さ
ん
へ
財
政
状
況
の
説
明

を
し
た
際
、
「
広
域
的
な

検
証
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
ご
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
再
度

時
間
を
い
た
だ
い
た
。

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た

地
域
の
新
た
な
調
査
も
含

め
、
周
辺
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
調
査
・
研
究
を

し
っ
か
り
行
い
、
委
託
料
、

債
務
負
担
行
為
全
体
の
費

用
を
６
月
議
会
に
上
程
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。　貴

重
な
税
金
を
投
入
さ

せ
て
い
た
だ
く
以
上
、
費

用
対
効
果
が
な
か
っ
た
ら

全
く
意
味
が
な
い
の
で
、

地
域
全
体
の
普
及
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
確
認
し
た
上
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　

問

　が
ん
予
防
の
推
進
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
①
が
ん
検
診
受

診
率
の
ア
ッ
プ
と
が
ん
予

防
の
推
進
は
。
②
中
学
生

へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導

入
で
が
ん
予
防
の
推
進
に

取
り
組
め
。

じ
っ
く
り
と
施
策
を

説
明
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

横
江
町
長

①
目
標
率
に
程
遠
い
状
況

に
あ
る
が
、
焦
っ
て
受
診

率
を
伸
ば
す
よ
り
、
じ
っ

く
り
と
施
策
を
説
明
し
て

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

②
先
進
的
な
と
こ
ろ
は
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
様
子
を

見
な
が
ら
、
検
査
年
齢
の

適
正
化
を
検
討
し
た
上
で

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　当
町
の
水
害
強
化
対

策
を
問
う
。

①
総
合
的
な
内
水
排
除
対

策
は
。
②
河
川
の
堤
防
強

化
対
策
は
。
③
大
規
模
災

害
時
に
対
応
し
た
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
の
整
備
は
。

県
と
一
緒
に
な
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

①
遊
水
池
を
建
物
の
下
に

つ
く
る
こ
と
は
、
膨
大
な

費
用
が
か
か
る
。
し
ゅ
ん

せ
つ
や
水
路
の
改
修
に
力

を
入
れ
て
、
導
水
路
を
整

備
す
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。

②
日
光
川
は
、
下
流
部
か

ら
耐
震
工
事
を
施
し
て
お

り
、
本
年
、
中
瀬
台
の
西

側
で
矢
板
工
を
進
め
て
い

る
。
蟹
江
川
に
つ
い
て
も
、

三
明
橋
か
ら
あ
ま
市
七
宝

町
付
近
ま
で
の
地
形
調
査

等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

③
大
治
町
が
庁
舎
に
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
す
る
の

で
、
話
を
聞
き
進
め
て
い

き
た
い
。
希
望
の
丘
広
場

に
設
置
し
た
防
災
対
応
自

動
販
売
機
に
は
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
機
能
が
あ
り
、
災
害
ベ

ン
ダ
ー
機
能
も
備
え
て
い

る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
も

の
を
広
め
て
い
く
の
も
一

つ
の
手
か
も
し
れ
な
い
。

問

　JR
蟹
江
駅
の
橋
上
化

整
備
と
と
も
に
、
南
北
の

利
便
性
と
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
駅
南
側
周
辺
の

整
備
計
画
を
示
せ
。

費
用
対
効
果
を
検
証

し
進
め
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　大
変
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
駅
南
の
地
域
、
市
街

化
区
域
、
市
街
化
調
整
区

域
を
含
め
た
周
辺
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
、
費
用
対
効
果

を
検
証
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問

　若
者
・
女
性
が
主
役

と
な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
問
う
。

①
若
者
が
未
来
に
希
望
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
め
。
②
女
性
が
輝
く

「
女
性
の
活
躍
推
進
計

画
」
を
示
せ
。

若
者
が
活
躍
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
が
必
要
。

横
江
町
長

①
若
者
が
活
躍
で
き
る
よ

う
な
場
所
を
提
供
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
若
者
か
ら
幅
広
い
意

見
を
聞
く
べ
く
、
「
ま
ち

づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
早
い
時
期
か
ら
開
始
し

た
い
。

②
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
策
定
に
当
た
り
講
座
を

開
い
た
り
、
女
性
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
特
定
事
業

主
行
動
計
画
を
つ
く
る
な

ど
、
確
実
に
進
め
て
い
き

た
い
。

▲蟹江町希望の丘広場に設置されている
　防災対応自動販売機

▲橋上駅化に向けて調査・研究が進められるＪＲ蟹江駅周辺地域
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問

　町
長
は
、
施
政
方
針

を
、
第
１
章
か
ら
第
５
章

ま
で
30
分
以
上
か
け
て
、

こ
と
細
か
く
１
年
間
の
方

針
を
述
べ
ら
れ
た
。

　そ
の
前
段
で
、
「
３
期

目
の
町
政
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
１
年
」
と
言
わ
れ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
、

何
を
重
点
に
や
っ
て
き
た

の
か
。
残
り
１
年
の
任
期

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

皆

さ

ん

の

協

力

を

得

な

が

ら

１

年

間

し
っ
か
り
と
前
へ
進

め
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　「
蟹
江
町
に
生
ま
れ
住

ん
で
、
そ
し
て
来
て
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
よ
う
な
誰
も
が
そ
の

よ
う
な
享
受
が
い
た
だ
け

る
、
そ
う
い
う
温
か
い
ま

ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
い

て
町
政
を
進
め
て
き
た
。

　町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
税
金
を
有
効
に

使
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の

検
証
は
、
自
分
自
身
適
切

な
時
期
に
や
っ
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。

　た
だ
こ
れ
か
ら
や
っ
て

い
く
大
き
な
も
の
が
目
の

前
に
あ
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
１
年
間
し
っ
か
り

と
前
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　３
月
議
会
は
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当

町
の
１
年
間
の
歳
入
歳
出

を
審
議
す
る
べ
く
、
大
変

重
要
な
予
算
議
会
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
JR
蟹

江
駅
に
お
け
る
自
由
通

路
・
橋
上
駅
舎
化
、
総
工

費
約
30
億
円
も
の
大
き
な

事
業
を
本
予
算
に
計
上
せ

ず
、
６
月
議
会
の
補
正
予

算
で
提
出
す
る
と
い
う
町

側
の
方
針
。

　本
予
算
の
意
義
と
考
え

方
、
補
正
予
算
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
理
解
し
て
い

る
の
か
。

　

周
辺
地
域
の
調
査
・

研

究

を

し

っ

か

り

行
っ
た
上
で
６
月
議

会
へ
上
程
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

横
江
町
長

　新
年
度
予
算
計
上
を
考

え
て
い
た
が
、
昨
年
12
月

と
今
年
１
月
に
議
員
の
皆

さ
ん
へ
財
政
状
況
の
説
明

を
し
た
際
、
「
広
域
的
な

検
証
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
ご
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
再
度

時
間
を
い
た
だ
い
た
。

　都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た

地
域
の
新
た
な
調
査
も
含

め
、
周
辺
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
調
査
・
研
究
を

し
っ
か
り
行
い
、
委
託
料
、

債
務
負
担
行
為
全
体
の
費

用
を
６
月
議
会
に
上
程
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。　貴

重
な
税
金
を
投
入
さ

せ
て
い
た
だ
く
以
上
、
費

用
対
効
果
が
な
か
っ
た
ら

全
く
意
味
が
な
い
の
で
、

地
域
全
体
の
普
及
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
を
し
っ

か
り
確
認
し
た
上
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　

問

　が
ん
予
防
の
推
進
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
①
が
ん
検
診
受

診
率
の
ア
ッ
プ
と
が
ん
予

防
の
推
進
は
。
②
中
学
生

へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導

入
で
が
ん
予
防
の
推
進
に

取
り
組
め
。

じ
っ
く
り
と
施
策
を

説
明
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

横
江
町
長

①
目
標
率
に
程
遠
い
状
況

に
あ
る
が
、
焦
っ
て
受
診

率
を
伸
ば
す
よ
り
、
じ
っ

く
り
と
施
策
を
説
明
し
て

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

②
先
進
的
な
と
こ
ろ
は
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
様
子
を

見
な
が
ら
、
検
査
年
齢
の

適
正
化
を
検
討
し
た
上
で

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　当
町
の
水
害
強
化
対

策
を
問
う
。

①
総
合
的
な
内
水
排
除
対

策
は
。
②
河
川
の
堤
防
強

化
対
策
は
。
③
大
規
模
災

害
時
に
対
応
し
た
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
の
整
備
は
。

県
と
一
緒
に
な
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

①
遊
水
池
を
建
物
の
下
に

つ
く
る
こ
と
は
、
膨
大
な

費
用
が
か
か
る
。
し
ゅ
ん

せ
つ
や
水
路
の
改
修
に
力

を
入
れ
て
、
導
水
路
を
整

備
す
る
方
向
で
考
え
て
い

る
。

②
日
光
川
は
、
下
流
部
か

ら
耐
震
工
事
を
施
し
て
お

り
、
本
年
、
中
瀬
台
の
西

側
で
矢
板
工
を
進
め
て
い

る
。
蟹
江
川
に
つ
い
て
も
、

三
明
橋
か
ら
あ
ま
市
七
宝

町
付
近
ま
で
の
地
形
調
査

等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

③
大
治
町
が
庁
舎
に
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
す
る
の

で
、
話
を
聞
き
進
め
て
い

き
た
い
。
希
望
の
丘
広
場

に
設
置
し
た
防
災
対
応
自

動
販
売
機
に
は
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
機
能
が
あ
り
、
災
害
ベ

ン
ダ
ー
機
能
も
備
え
て
い

る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
も

の
を
広
め
て
い
く
の
も
一

つ
の
手
か
も
し
れ
な
い
。

問

　JR
蟹
江
駅
の
橋
上
化

整
備
と
と
も
に
、
南
北
の

利
便
性
と
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
駅
南
側
周
辺
の

整
備
計
画
を
示
せ
。

費
用
対
効
果
を
検
証

し
進
め
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　大
変
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
駅
南
の
地
域
、
市
街

化
区
域
、
市
街
化
調
整
区

域
を
含
め
た
周
辺
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
、
費
用
対
効
果

を
検
証
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問

　若
者
・
女
性
が
主
役

と
な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
問
う
。

①
若
者
が
未
来
に
希
望
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
め
。
②
女
性
が
輝
く

「
女
性
の
活
躍
推
進
計

画
」
を
示
せ
。

若
者
が
活
躍
で
き
る

よ
う
な
場
所
を
提
供

す
る
こ
と
が
必
要
。

横
江
町
長

①
若
者
が
活
躍
で
き
る
よ

う
な
場
所
を
提
供
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
若
者
か
ら
幅
広
い
意

見
を
聞
く
べ
く
、
「
ま
ち

づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
早
い
時
期
か
ら
開
始
し

た
い
。

②
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
策
定
に
当
た
り
講
座
を

開
い
た
り
、
女
性
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
特
定
事
業

主
行
動
計
画
を
つ
く
る
な

ど
、
確
実
に
進
め
て
い
き

た
い
。

▲蟹江町希望の丘広場に設置されている
　防災対応自動販売機

▲橋上駅化に向けて調査・研究が進められるＪＲ蟹江駅周辺地域
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「配食サービス」の充実を図れ!!

　　　　　　　　 ｢特定空き家等｣の認定を

　　　　　　　　 進めることが急務!!

  
 　　　  みずの　としみ

  ●新風代表　水野智見   
 　　　  　いたくらひろゆき

  ●日本共産党　板倉浩幸

問

　３
歳
児
未
満
の
乳
幼

児
専
門
の
保
育
所
開
設
を
、

カ
リ
ヨ
ン
福
祉
会
に
運
営

を
委
託
す
る
。
こ
の
社
会

福
祉
法
人
に
は
介
護
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
問
題
は

な
い
か
。

し
っ
か
り
と
管
理
運

営
を
し
て
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
る
。

横
江
町
長

　関
係
者
は
、
も
と
も
と

子
育
て
関
係
の
方
で
あ
り
、

理
事
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

も
幼
児
保
育
の
専
門
知
識

を
持
っ
た
方
を
そ
ろ
え
て

み
え
る
。
し
っ
か
り
と
し

た
管
理
運
営
を
し
て
い
た

だ
け
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問

　福
祉
セ
ン
タ
ー
分
館

（
旧
老
人
憩
い
の
家
）
跡

地
に
、
温
泉
を
利
用
し
た

施
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、

町
が
示
し
て
い
る
「
多

世
代
交
流
施
設
」
と
は

ど
ん
な
施
設
か
。

　ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
多
く
の
世
代
の

方
が
利
用
で
き
る
施
設

を
考
え
て
い
る
。

横
江
町
長

　高
齢
者
の
入
浴
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
、

い
ろ
ん
な
団
体
が
集
ま
っ

て
情
報
交
換
で
き
る
多
目

的
に
使
え
る
施
設
を
考
え

て
い
る
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
に
よ
り
、
町
民
の
意

見
を
十
分
聞
い
て
進
め
て

い
き
た
い
。

問

　高
齢
者
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
12
月
議

会
で
、
「
弁
当
の
選
択
制

も
視
野
に
い
れ
、
配
達
回

数
を
増
や
し
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
回
数

や
内
容
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

民
間
業
者
に
委
託
し
、

週
５
回
の
配
食
を

考
え
て
い
る
。

横
江
町
長

　今
ま
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
配
達
を
お

願
い
し
て
い
た
も
の
を
28

年
度
か
ら
民
間
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
で
、
週
５
回

の
配
食
が
可
能
と
な
る
。

　糖
尿
病
の
方
向
け
や
減

塩
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

向
け
な
ど
の
特
別
食
も
用

意
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問

　JR
蟹
江
駅
の
南
北
自

由
通
路
の
新
設
・
橋
上
駅

舎
化
事
業
。
総
額
１
０
０

億
円
以
上
と
な
る
起
債
の

財
政
状
況
で
、
今
後
の
施

策
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

歳
入
を
増
や
す
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　起
債
に
は
、
一
般
の
起

債
だ
け
で
な
く
臨
時
財
政

対
策
債
も
入
っ
て
い
る
。

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

本
来
、
地
方
交
付
税
が
全

額
交
付
さ
れ
な
い
か
わ
り

に
起
債
す
る
も
の
で
、
元

利
償
還
金
が
交
付
税
措
置

さ
れ
る
。

　JR
に
つ
い
て
は
決
し
て

無
茶
な
投
資
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
安
心

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

今
後
は
、
歳
入
を
増
や

す
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問

　現
在
、
町
内
に
は
人

が
居
住
で
き
な
い
状
態
や
、

倒
壊
の
危
険
性
な
ど
、
防

犯
上
や
安
全
性
の
低
下
、

景
観
の
阻
害
な
ど
の
問
題

が
生
じ
て
い
る
空
き
家
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　「
空
き
家
適
正
管
理
条

例
」
を
制
定
し
、
特
定
空

き
家
な
ど
の
認
定
を
進
め

る
と
と
も
に
、
住
宅
用
地

の
特
例
軽
減
措
置
の
取
り

扱
い
の
見
直
し
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

ま
ず
実
態
を
調
査
し
、

早
い
時
期
に
結
論
を

出
し
た
い
。

横
江
町
長

　「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　ま
ず
空
き
家
に
対
す
る

調
査
を
し
て
、
早
い
時
期

に
結
論
を
出
せ
る
よ
う
28

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　町
全
体
に
広
が
る
空
き

家
、
倒
壊
寸
前
の
家
屋
な

ど
早
急
な
調
査
を
行
い
た

い
。

問

　近
鉄
蟹
江
駅
の
周
辺

整
備
事
業
の
な
か
で
、
北

側
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整

備
は
近
鉄
と
基
本
合
意
さ

れ
た
が
、
駅
南
側
の
整
備

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

駅
南
側
の
整
備
は
、

地
権
者
の
理
解
と

同
意
が
必
要

横
江
町
長

　地
域
の
皆
さ
ん
方
か
ら

勉
強
会
が
始
ま
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　地
権
者
の
方
々
の
理
解

と
深
い
同
意
が
必
要
で
あ

る
。　市

街
化
調
整
区
域
を
市

街
化
区
域
に
編
入
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
別
の
手
法

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

問

　多
世
代
の
意
見
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
世
代
別
ま
ち
づ
く
り
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
開
催
方
法
は
。

若
者
を
中
心
と
し
た

集
ま
り
に
し
て
い
き

た
い
。

横
江
町
長

　積
極
的
な
女
性
の
進
出

に
向
か
っ
て
若
者
世
代
が

集
う
よ
う
な
地
域
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

若
者
を
中
心
と
し
た
集
ま

り
に
し
た
い
。

　特
に
、
新
た
に
「
当
町

に
住
み
た
い
」
と
い
う
希

望
を
持
っ
た
方
や
学
生
な

ど
、
幅
広
い
層
の
若
者
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
し

て
い
き
た
い
。
10
回
程
度

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

▲平成27年度に開催されたまちづくりミーティングの様子

▲３歳児未満の乳幼児専門の保育所建設予定地
　 （蟹江中学校北側の旧蟹江児童館跡地）

▲放棄された空き家は、火災や老朽化による
　倒壊、また、犯罪等の危険性がある
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問

　３
歳
児
未
満
の
乳
幼

児
専
門
の
保
育
所
開
設
を
、

カ
リ
ヨ
ン
福
祉
会
に
運
営

を
委
託
す
る
。
こ
の
社
会

福
祉
法
人
に
は
介
護
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
問
題
は

な
い
か
。

し
っ
か
り
と
管
理
運

営
を
し
て
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
る
。

横
江
町
長

　関
係
者
は
、
も
と
も
と

子
育
て
関
係
の
方
で
あ
り
、

理
事
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ

も
幼
児
保
育
の
専
門
知
識

を
持
っ
た
方
を
そ
ろ
え
て

み
え
る
。
し
っ
か
り
と
し

た
管
理
運
営
を
し
て
い
た

だ
け
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問

　福
祉
セ
ン
タ
ー
分
館

（
旧
老
人
憩
い
の
家
）
跡

地
に
、
温
泉
を
利
用
し
た

施
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、

町
が
示
し
て
い
る
「
多

世
代
交
流
施
設
」
と
は

ど
ん
な
施
設
か
。

　ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
多
く
の
世
代
の

方
が
利
用
で
き
る
施
設

を
考
え
て
い
る
。

横
江
町
長

　高
齢
者
の
入
浴
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
、

い
ろ
ん
な
団
体
が
集
ま
っ

て
情
報
交
換
で
き
る
多
目

的
に
使
え
る
施
設
を
考
え

て
い
る
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
に
よ
り
、
町
民
の
意

見
を
十
分
聞
い
て
進
め
て

い
き
た
い
。

問

　高
齢
者
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
12
月
議

会
で
、
「
弁
当
の
選
択
制

も
視
野
に
い
れ
、
配
達
回

数
を
増
や
し
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
回
数

や
内
容
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

民
間
業
者
に
委
託
し
、

週
５
回
の
配
食
を

考
え
て
い
る
。

横
江
町
長

　今
ま
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
配
達
を
お

願
い
し
て
い
た
も
の
を
28

年
度
か
ら
民
間
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
で
、
週
５
回

の
配
食
が
可
能
と
な
る
。

　糖
尿
病
の
方
向
け
や
減

塩
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

向
け
な
ど
の
特
別
食
も
用

意
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問

　JR
蟹
江
駅
の
南
北
自

由
通
路
の
新
設
・
橋
上
駅

舎
化
事
業
。
総
額
１
０
０

億
円
以
上
と
な
る
起
債
の

財
政
状
況
で
、
今
後
の
施

策
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。

歳
入
を
増
や
す
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

横
江
町
長

　起
債
に
は
、
一
般
の
起

債
だ
け
で
な
く
臨
時
財
政

対
策
債
も
入
っ
て
い
る
。

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

本
来
、
地
方
交
付
税
が
全

額
交
付
さ
れ
な
い
か
わ
り

に
起
債
す
る
も
の
で
、
元

利
償
還
金
が
交
付
税
措
置

さ
れ
る
。

　JR
に
つ
い
て
は
決
し
て

無
茶
な
投
資
を
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
安
心

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

今
後
は
、
歳
入
を
増
や

す
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問

　現
在
、
町
内
に
は
人

が
居
住
で
き
な
い
状
態
や
、

倒
壊
の
危
険
性
な
ど
、
防

犯
上
や
安
全
性
の
低
下
、

景
観
の
阻
害
な
ど
の
問
題

が
生
じ
て
い
る
空
き
家
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　「
空
き
家
適
正
管
理
条

例
」
を
制
定
し
、
特
定
空

き
家
な
ど
の
認
定
を
進
め

る
と
と
も
に
、
住
宅
用
地

の
特
例
軽
減
措
置
の
取
り

扱
い
の
見
直
し
を
考
え
ら

れ
な
い
か
。

ま
ず
実
態
を
調
査
し
、

早
い
時
期
に
結
論
を

出
し
た
い
。

横
江
町
長

　「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　ま
ず
空
き
家
に
対
す
る

調
査
を
し
て
、
早
い
時
期

に
結
論
を
出
せ
る
よ
う
28

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　町
全
体
に
広
が
る
空
き

家
、
倒
壊
寸
前
の
家
屋
な

ど
早
急
な
調
査
を
行
い
た

い
。

問

　近
鉄
蟹
江
駅
の
周
辺

整
備
事
業
の
な
か
で
、
北

側
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整

備
は
近
鉄
と
基
本
合
意
さ

れ
た
が
、
駅
南
側
の
整
備

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

駅
南
側
の
整
備
は
、

地
権
者
の
理
解
と

同
意
が
必
要

横
江
町
長

　地
域
の
皆
さ
ん
方
か
ら

勉
強
会
が
始
ま
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　地
権
者
の
方
々
の
理
解

と
深
い
同
意
が
必
要
で
あ

る
。　市

街
化
調
整
区
域
を
市

街
化
区
域
に
編
入
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
別
の
手
法

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

問

　多
世
代
の
意
見
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
世
代
別
ま
ち
づ
く
り
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
開
催
方
法
は
。

若
者
を
中
心
と
し
た

集
ま
り
に
し
て
い
き

た
い
。

横
江
町
長

　積
極
的
な
女
性
の
進
出

に
向
か
っ
て
若
者
世
代
が

集
う
よ
う
な
地
域
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

若
者
を
中
心
と
し
た
集
ま

り
に
し
た
い
。

　特
に
、
新
た
に
「
当
町

に
住
み
た
い
」
と
い
う
希

望
を
持
っ
た
方
や
学
生
な

ど
、
幅
広
い
層
の
若
者
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
し

て
い
き
た
い
。
10
回
程
度

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

▲平成27年度に開催されたまちづくりミーティングの様子

▲３歳児未満の乳幼児専門の保育所建設予定地
　 （蟹江中学校北側の旧蟹江児童館跡地）

▲放棄された空き家は、火災や老朽化による
　倒壊、また、犯罪等の危険性がある
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問

　監
査
委
員
か
ら
、
職

員
の
休
暇
取
得
に
つ
い
て

毎
年
指
摘
を
受
け
て
い
る

が
、
ど
こ
が
問
題
な
の
か
。

総
務
課
長

　年
次
有
給
休
暇
の
取
得

率
が
県
下
で
も
か
な
り
低

い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
等
か
ら
の
業
務
移
譲
な

ど
で
負
担
が
か
か
っ
て
い

る
の
が
現
状
。
今
後
は
、

効
率
よ
く
仕
事
を
し
、
休

み
を
取
り
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

問

　男
性
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長

　今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問

　町
職
員
の
給
与
が
県

下
で
か
な
り
低
い
と
い
う

実
態
に
つ
い
て
、
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　国
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
給
与
改
定
を
進
め
て

き
た
。
県
下
水
準
に
沿
う

よ
う
給
与
の
内
部
的
な
検

証
を
し
、
今
後
の
運
用
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問

　国
で
も
同
一
労
働
、

同
一
賃
金
の
話
が
出
て
い

る
。
臨
時
職
員
も
正
職
員

と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、

そ
れ
ら
の
認
識
、
現
状
の

把
握
は
。

総
務
部
長

　責
任
の
あ
る
仕
事
な
ど
、

臨
時
職
員
に
は
お
願
い
し

て
い
な
い
仕
事
も
あ
り
、

同
格
に
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問

　家
庭
的
保
育
事
業
の

対
象
や
規
模
、
必
要
な
資

格
は
。

子
育
て
推
進
課
長

　認
可
定
員
は
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た

保
育
で
、
保
育
場
所
は
、

保
育
者
の
自
宅
や
そ
の
他

の
場
所
で
、
事
業
主
体
は

市
町
村
ま
た
は
民
間
事
業

者
で
あ
る
。
保
育
士
資
格

や
調
理
員
が
必
要
で
、
１

人
当
た
り
3.3
平
方
メ
ー
ト

ル
の
保
育
室
の
面
積
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問

　今
回
の
消
防
署
か
ら

近
鉄
蟹
江
駅
に
つ
な
が
る

県
道
の
降
格
に
至
る
経
緯

は
。

次
長
兼
土
木
農
政
課
長

　

　22
年
か
ら
県
と
協
議
を

行
い
、
県
道
の
重
複
路
線

な
ど
を
確
認
し
た
結
果
、

町
道
に
降
格
し
認
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

問

　今
回
の
改
正
で
追
加

さ
れ
た
調
理
器
具
を
具
体

的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

消
防
本
部
総
務
課
長

　ガ
ス
グ
リ
ド
ル
付
こ
ん

ろ
は
、
従
来
あ
っ
た
魚
焼

き
器
の
部
分
が
、
直
火
で

鉄
板
を
温
め
て
、
伝
導
熱

で
調
理
す
る
器
具
に
な
っ

た
も
の
。
電
磁
誘
導
加
熱

式
調
理
器
と
は
、
い
わ
ゆ

る
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。

　

防 

災 

建 

設

　３
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
委
員
会

で
審
査
し
た
要
旨
を
お
届
け
し
ま
す
。

　総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
13
件
の
議
案
を
審

査
し
、
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　防
災
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
５
件
の
議
案
を
審

査
し
、
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

        ２日(木) 開会

　　     ３日(金) ２日の予備

        ９日(木) 常任委員会

      　※議事の都合により日程は変更になる場合があります。

　※赤字の会議は傍聴することができます。傍聴席は役場３階にあります。

 【問い合わせ】議会事務局　電話(95)1111(代表）

1６日(木) 一般質問

1７日(金) 1６日の予備

２３日(木) 閉会

６月議会の傍聴にお出かけください

一般質問の様子

をクローバーTV

で生放映。当日

午後７時から再

放映も実施！

議会放映議会放映 ※議会ホームページにも掲載されています。　　　　　

　　　　発行時は新緑の季節を迎えています。

　広報編集委員として、２年目になります。

　そこで、次号から一部リニューアルしますので、

楽しみにお待ちください。

　今後もご愛読お願いいたします。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水野）

編集後記

蟹
江
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
　

  

　
　（
全
員
賛
成
）

常
任
委
員
会
の
審
査

総 

務 

民 

生

蟹
江
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正  

（
全
員
賛
成
）

蟹
江
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正        

（
全
員
賛
成
）

　
　
　
　

蟹
江
町
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

        

（
全
員
賛
成
）

　
　
　
　

町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

　
　

        

（
全
員
賛
成
）

　
　
　
　

蟹
江
町
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

　
　

        

（
全
員
賛
成
）
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